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大規模画像解析を用いた定量的かつ包括的な
病理組織学的評価への応用研究

分子病態病理学／病理学教室（分子病態病理学部門）

画像解析、Whole Slide Imaging、組織染色、病理診断支援技術、多重免疫染色法

本研究のフェーズは、■基礎 □基礎～臨床 □臨床 です
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荻 寛志

講師
藤本 崇宏

個別化医療が推進される現状において、病理組織学的
評価の重要性が増しています。高度な病理組織学的解析
技術を様々な基礎研究・臨床現場に応用すべく、共同研
究・産学連携を拡大していきます。

・多重免疫染色法を用いて腫瘍免疫、移植、感染症の
研究を希望する研究者

・病理組織標本解析を用いた研究を希望する研究者
・病理組織標本作製に関わる研究機関・民間企業

TEL: 075-251-5168 FAX: 075-251-5275
E-mail: kikaku01@koto.kpu-m.ac.jp

医学研究や病理診断においてHE染色に代表される組織染色や免疫組織化学は必須の手法
ですが、組織染色標本作製や顕微鏡観察、画像解析に伴う諸課題を適切に解決することが
求められます。一方、技術革新により、組織画像全体をデジタル化し複雑な画像処理を施
したうえで、各種指標を広範囲に精度良く自動計測することが可能となりつつあります。

本研究室では研究対象ごとに最適な画像処理
を施し、筋ジストロフィーにおける筋線維の
評価、大脳皮質神経線維の質的・量的評価など
に応用してきました。ここ数年は学内複数教室
との共同研究および産学連携のもと、病理診断
支援技術の研究や、腫瘍免疫・移植・感染症
研究に有用となる多重免疫染色法の解析技術の
高度化に力を入れています。
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多重免疫染色法によるリンパ球解析

（本研究は共同研究又は産学連携を目指す研究です）


